
４ メディアコントロールの習慣を 

 

 総務省「青少年のインターネット利用環境実態調査」によると、スマートフォンの利用開始により減った時

間の順位は、 

 

 １位 睡眠時間   ２位 学習時間   ３位 テレビの視聴時間 

 

です。睡眠時間も学習時間も子ども成長にとって、とても大切なものです。その時間を奪う媒体を、大人はい

とも簡単に買い与えている実態に気づかなければいけないのではないでしょうか。 

 しかし、子どもたちの生きる未来社会は、情報化社会であり、パソコンの知識や操作能力は必要不可欠なの

も事実です。 

だからこそ、使用にあたってのルールや自分で使用時間をコントロールする力が必要なのです。それを身に

つけさせるのは保護者の役目です。 

お子さんと一緒に話し合い、家庭でしっかりとしたルールづくりをお願いします。 

時には、お子さんの学習時間には、保護者の皆さんもメディア利用を控えていただき、メディアコントロー

ルに取り組んでいただくと、子どもたちはその背中を見て、模範にすると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 家族で会話をする習慣を 

 

社会を構成する基礎単位は家族です。家族は、最初に出会う最も身近な社会集団 

です。その中で安らぎを得、支え合い、成長し、社会生活に必要な基本的ルールを身につけていきます。 

 だからこそ、家族のコミュニケーションは必要不可欠なのです。｢中学生になると一緒に話をする機会が少な

くなった｣と保護者のみなさんから聞きますが、この多感な時期こそ、人生の先輩である大人の話を聞かせるこ

とが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

親 子 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ５ つ の メ リ ッ ト 

１ 子どもの情緒が安定する 

２ 子どもが協力的になる 

３ 子どもが困難に強くなる 

４ 子どものコミュニケーションが高くなる 

５ 子どもは自分の成長のために努力する 



 

 

 

子どもの学びの習慣化のために 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校訓】 自主・努力・敬愛・健康 
 

【学校教育目標】 

豊かな心を持ち、進んで学び、 

健やかでたくましく行動する生徒の育成 
 

【合言葉】 

共に前へ  

～昨日までの自分（自分達）を超える～ 
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